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臨時会員総会 

青少年交換来日生 マルゴー シファーさん  「小さな親善大使」卓話           5 月 28 日 

私の名前はマルゴーです。フランス出身の 18 歳です。ホストクラブは品川中央 RC、山

脇学園高校に通っています。私の母国フランスと心の故郷である日本について話します。 

私はドイツとスイスの近くに位置するアルザスの出身です。フランスは素晴らしい国で、

歴史に満ちた壮大な風景が住民の心を照らします。また、数多くの優れた料理でも知ら

れ、世界中に文化を広め、世代を超えてその本物の姿を守り続けています。ワインとチー

ズは特に有名でボルドーやサン・テミリオン、私 の名前にもなっているシャトー・マル

ゴーは、特に美味しくて有名なワインです。チーズについても比類のないほど多くの種類

があります。まろやかなものから、青カビチーズ、強い味わいのものまで様々です。さら

に、フランスパンやマカロン、マドレーヌといったお菓子も食文化に欠かせません。 
皆さんはフランス語が話せますか?日本語の「こんにちは」は「Bonjour (ボ ンジュール)」、「こんばん

は」は「Bonsoir (ボンソワール)」「おやすみなさい」は「Bonne nuit (ボンヌ・ニュイ)」、「どうもありが
とう」は「Merci beaucoup (メルシー)」 「お願いします」は「S'il vous plaît (シル・ヴ・プレ)」 「ごめ
んなさい/すみません」は「Pardon (パルドン)」。 フランス語も南と北では少し発音が違いますし、私の故
郷アルザスでは、独自のスタイルを持っています。ドイツ語とフランス語が交わるこの地域には、アル ザ
ス語という言語があります。年配の人々は今でも話すこと
ができます。アルザス語もお教えします。一番大事な言葉
は「Hopla」。日本語の「やばい」と 似ていて万能です。ア
ルザスは言語や食文化だけでなく、地理的にも特別 です。
アルザスは本当に美しい地域で、広大なブドウ畑と伝統的
な風習が数多くの訪問者を惹きつけています。実際フラ ン
スで最も観光客が多く訪れる地域の一つです。木組の家
と、象徴的な鳥・コウノトリは有名です。 

家族は私にとって大切な存在です。小さい事から重要な
ことまで私の取り組みを常に支えてくれていて、心から感
謝しています。家族は、「尊敬、礼儀、研究、助け合い、分かち合い」という重要な価値観を私に教えてく
れました。この写真は、兄とその彼女、父と兄、姉とその彼氏、 そして母と新しい父です。猫や馬、魚な
ど多くのペットも大事な家族です。私は音楽や絵、ダンス、乗馬など芸術全般が好きで、これらが日々の
モチベーションとなっています。私は日本の文化も大好きで、芸者、俳句、自然、そして言語に魅了され
ています。紅葉、雪景色、桜、夏の緑が特に印象的です。また、日本語は単なる言葉の並びではなく、芸
術であると実感しました。これからも私は何度も何度も日本に戻ってくると思います！ 

昨年 8 月に到着したとき、最初に迎えてくれたのは地震でした。ここがもう ヨーロッパではないという
現実を実感しました。さらにその数日後には台風も!厳しい夏の暑さも忘れられませんが、涼しさを求めて
富士山にも登りました。温泉や富士急ハイランドでも日本ならではの体験をしました。 

最初のホストファミリーの相澤家と共に、中国文化、 長野、名古屋、大阪、京都などを訪問しました。
秋の自然の変化は本当に美しかったです。 

小室家では温泉、サウナ、マッサージといった日本式リラクゼーショ
ンを体験し、最高にリラックスできました。日本のリラクゼーションは
レベルが数段上、本当にすばらしいです。 

その後、大崎 R C のおかげで、李家という素晴らしい家族に 2 ヶ月 お
世話になり、奈良、高 山、江の島などを訪問しました。心に残る特別な思い出です。 

1 月には大津家に迎え入れていただき、日本式の生活を体験し、京都や箱根を訪れました。いくつかの
日本料理のレシピも学びました。帰国したら皆にシェアしたいと思います。 

現在は川合家に温かくもてなしていただいて、最高に楽しい時を過ごしています。 
この一年で茶道、歌舞伎、空手、能楽などを学び、春のキャンプでは広島、大阪、京都にも行き、心の

視野が広がりました。この全てが、ロータリークラブの寛大な支援によって実現しました。心から感謝し
ています。ホストファミリーの皆様、山脇学園、大崎 RC の皆様、そして何より品川中央 RC に心より感
謝申し上げます。フランスの RC にも、感謝を伝えます。フランスの RC の方に言われました。 
「ロータリー 交換留学の 1 年は、人生の中の 1 年ではなく、1 年の中の人生である」 
まさにその言葉を体験しました。忘れられない、新しい人生です。これがロータリーのマジックです。 
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週 報 東京品川中央ロータリークラブ 



◆ニコニコ（年間目標 800,000 円）◆ 

5 月 28 日（水）例会    62,000 円 

いつも青少年交換派遣生マルゴーに親切に

して頂きありがとうございます。本当に東

京品川中央 RC 様にお願いして良かったで

す。残り 1 か月宜しくお願い致します。 

地区青少年交換副委員長宇田川様 

今日はさわやかな良いお天気です 幅田会員 

マルゴーさん!!卓話ガンバレ  小室会員 

泉水さんをお迎えして！    山田会員 

マルゴー1 年間がんばりましたね相沢会員 

マルゴーさん卓話楽しみにしています 

小熊会員 

マルゴー卓話楽しみにしています。発表が

あります           山元会員 

 

【季節の挨拶】 

沖野会員 町田会員 勝山会員 

秋山会員 渡辺会員 竹内会員 

百束会員 松本会員 

■ニコニコ集計■ 

2024-25 年度 累計金額     880,000 円 

(年間目標 800,000 円) 

◆例会出席報告◆ 

5 月 28 日(水) 例会 

出席者 16 名 ビジター・ゲスト 13 名 

出席率  85.0% 前々回出席率  95.2% 

 

◆例会予定◆ 

◆6 月 11 日(水) クラブ協議会 

 

◆6 月 18 日(水) 休会 

 

◆6 月 25 日(水) 会長幹事交代式 

 

★2025-26 年度★ 

◆7 月 2 日(水) クラブ協議会 

 

◆7 月 9 日(水)卓話講師 秋山泰伸会員 

 

◆7 月 16 日(水) 

(株)BeRei 代表取締役社長 美容研究家 

星野真理様 

◆報告事項 お知らせ◆ 

2025 年 5 月 28 日例会 会長幹事報告 

【会長報告】 

■京浜グループ IM について 

5 月 22 日(木)スマイル大森にて京浜グループインターシテ

ィミーティングが開催されました。 

テーマ「論語と算盤とロータリー」 

参加者：宮尾、小熊、白井、泰地、山元、小室 6 名 

■米山奨学金授与 

米山奨学生 馮天嬌さん  

5 月分奨学金授与 

■青少年交換生 5 月分小遣い授与 

青少年交換来日生マルゴーシファーさん

5 月分小遣い授与 

 

 

■本日のマルゴーさんの卓話にはマルゴーがこの 1 年間お

世話になってきたホストファミリーの皆様にもご来会いた

だいています。李様、大津様、川合様、相沢会員そしてマ

リア様、大変お世話になりましてありがとうございます。 

 

【幹事報告】 

■臨時会員総会件 

6 月 4 日(水)例会内にて臨時会員総会を開催いたします。 

議事は「国際奉仕活動-グローバル補助金-について」で

す。ご欠席予定の方は委任状のご提出をお願い致します。 

■会長幹事交代式 

すでにご案内をお送りしておりますが、6 月 25 日(水)18:00

からグランドプリンスホテル高輪「トリアノン」にて会長

幹事交代式を行います。ご出欠は 5 月 30 日までに事務局へ

お知らせください。 

★5 月 28 日例会ビジター ゲスト 

■卓話講師国際ロータリー第 2750 地区青少年交換来日生  

             マルゴー シファーさん 

 

【5 月 28 日例会 ビジターゲスト】 

・荏原町商店街 泉水 京 様 

・地区青少年交換委員会 副委員長  宇多村 純一様(立川 RC) 

・青少年交換マルゴーホストファミリー 

・李 嘉南様(大崎 RC) 

・大津正敬様 大津理恵様 大津 莉央様 

・川合 真二様 川合 倫子様 川合 夏希様 

・町田会員ゲスト ソナムドマ様 (ドルポ奨学生） 

・米山奨学生  馮 天嬌 さん 

・小室会長ご夫人  小室麻里亜様 

 

 

  

 

 

 

 

国際ロータリー第 2750 地区 東京品川中央ロータリークラブ 会長 小室たけし 幹事 白井利枝子  

設 立  1967 年 10 月 18 日 例会場 グランドプリンスホテル高輪 「桜花」水曜日 12:30～13：30 

事務局 〒108-0074 東京都港区高輪 3-13-1 グランドプリンスホテル新高輪 E-4        

TEL 03-3443-6000   FAX 03-3443-6002  http://www.shinagawachuo-rc.com/ 


